
和歌山県立たちばな支援学校 ６月号

《７月の行事予定》

３日 社会体験学習

（高１社会コース）

４日～６日

中学部肢体不自由学級修学旅行

１０日 授業参観日

１１日 地震・津波避難訓練

１２日～１３日 校内宿泊学習

（高１生活コース）

１２日 耐久中学校との交流

（中学部）

１３日 海あそび（小学部）

２０日 １学期終業式

（１５：００下校）

高等部３年肢体重複学級で、ゲストティーチャー『美
容室 』の大谷さんをお招きしておしゃれｇａｒｄｅＮ
体験を行いました。自分の希望する髪型を伝えてカッ
、 。ト ブローもしてもらってすっきり素敵になりました

（ ） 「 」６月５日 火 に本年度 入学・転入学生
の保護者を対象に給食試食会を行い、１９名
の方が試食（メニュー『とり天・たちうおス
ープ・手作りふりかけ ）してくれました。』

食後のアンケートでは 「毎日、こんな給、
食を食べられている子供がうらやましい 」。
「他学年のお母さん達から『たちばなの給食
は美味しい』と聞いていたので食べてみまし
た。本当に美味しかっ
たです 」等たくさん。
の「美味しい 」！！
をいただきました。

６月５日（火）参観日の午後から進路説明会
を開催しました 『たちばな支援学校の進路指。

』 、導 をテーマに進路指導部長から説明があり
参加した５８名の保護者の皆さんは、真剣な
表情で話に耳を傾けていました。その後の感
想では 「小学部で進路はまだ早いと思ってい、
たが、できることをしておかなければならな
いと感じた 「卒業後の進路先を決めること。」
の大変さがわかっ
た 「就労に向けた。」
様々な情報を親も勉
強していかなければ

。」いけないと思った
等たくさんの感想を
いただきました。

６月２８日（木）～２９日（金）に８名の生徒が校
内に宿泊しました。事前学習を何回も行い、本番を
迎えました。ウキウキしている生徒もいれば、少し
不安気な生徒もいましたが、１日目の昼にはバーベ
キュー、夜はほたるの湯で温泉に入り、食事を摂り
ました。学校に戻ってからも 「きもだめし」と「花、
火」のレク活動を行い、初日は忙しくも充実した活
動になったようです。食事の準備から寝る準備等を
自分たちで行う中で 「自分でやる」ことを少し体験、
できた宿泊学習になりました。


